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※ランチョンセミナー参加方法につきましては、
第66回日本糖尿病学会年次学術集会公式ホームページをご確認ください。
https://site.convention.co.jp/66jds/
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アークレイマーケティング株式会社は、第66回日本糖尿病学会年次学術集会 付設展示会に展示出展いたします。
各種製品情報等ご紹介させていただきます。

展示内容
血糖自己測定器、採血用穿刺器具、データ管理アプリ、HbA1c分析装置ほか
※展示品は変更になる可能性がございます。

※本内容は2023年4月時点での情報です。最新の学会開催状況につきましては、学会HPをご参照ください。

開催期間
2023年5月11日（木） 9：00～18：00
 12日（金） 9：00～17：30
 13日（土） 8：30～16：30

展示会場
城山ホテル鹿児島　4F　エメラルド（〒890-8586 鹿児島県鹿児島市新照院町41-1）

第66回日本糖尿病学会年次学術集会 付設展示会のご案内

徳島大学先端酵素学研究所 糖尿病臨床・研究開発センター
　　　　　　　　　　　　　　教授　　松久 宗英　先生
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糖尿病診療DX　現況と近未来

糖尿病診療のデジタル化は血糖自己測定のアプリケーションの活用から始まり、IoT技術の進歩で血圧や体重など様々な自
己計測記録がデジタル化され統合して見えるようになった。現在は持続血糖モニターのデータやインスリン注射記録なども
連携できる。今後はマイナポータルなどで進められている検診結果や医療情報との連携が期待されている。本セミナーでは
そのような糖尿病診療におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）の現状を紹介し、近未来の状況を考えてみたい。

ー アークレイからのお知らせ ー
LINE公式アカウント「検査のアークレイ（医療従事者用）」
セミナーのご案内や友だち限定のコンテンツなどを配信しています。
アークレイから発刊している情報誌などの情報も定期的にご案内しています。

友だち追加は
こちらから


